
→書写

【国語３時間】【書写　１時間】

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

1

教科ガイダンス　１時間

・学習規律の確認
・評価規準および判断基準の説明

・学習用具の確認
・振り返りシート
の書き方
・ＩＣＴ機器活用
・春休み宿題提出

2

世界はうつくしいと　巻頭詩　１時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ）

【態】進んで語感を磨き，友達
の考えや今までの学習を生かし
て詩の解釈や朗読をしようとし
ている。

→詩に用いられている語句や表
現に着目して考えている。 観察

ノート
ワークシート

3

書写で学ぶこと　１時間　書写p.2-3
◎書写学習の目的を理解することができる。

書写の学習の進め方　p.4
◎学習の進め方の要点を理解することができる。

4 全国学力・学習状況調査実施

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

5

6

7

8

身の回りの文字の目的と工夫　１時間
　　　　　　　　　　　　　　　書写p.80-81（3）エ（ア）

◎身の回りの文字の目的と，それに応じた工夫を理解することが
できる。

◎

【知・技】
・身の回りの文字には，目的に
応じた工夫がされていることを
理解している。

→身の回りの文字がどのような
目的で，どのように工夫して書
かれているか理解している。

観察
ノート
ワークシート

9

[聞く] 評価しながら聞く　１時間

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。(知・技
(2)イ)

◎目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考
えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することが
できる。(思・判・表A(1)ア)

◎話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現のしかた
を評価して，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
(思・判・表A(1)エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。(思・判・表A(2)ア)

○ ◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確かめ方
を理解し使っている。((2)イ)

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，社会生活
の中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理し，伝え合
う内容を検討している。(A(1)ア)

・「話すこと・聞くこと」におい
て，話の展開を予測しながら聞き，
聞き取った内容や表現のしかたを評
価して，自分の考えを広げたり深め
たりしている。(A(1)エ)

【態】聞き取った内容や表現のしか
たを進んで評価し，今までの学習を
生かしてメモしようとしている。

→根拠としている情報について，事
実関係や裏付けなどに注意して聞い
ている。

→自分の意見と根拠を明確にし，相
手の立場から予想される反論につい
ても考えている。

→立場ごとの主張と根拠，共通点と
相違点を整理してメモを取り，根拠
の適切さや自分の考えとの違い，取
り入れたい表現などを伝え合ってい
る。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次
元コード

→P9「思考の
地図」
→P239資「情
報整理の方
法」

→P240資「発
想を広げる」

10

11

学びて時に之を習ふ――「論語」から　２時間

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界
に親しむことができる。(知・技(3)ア)

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。(思・判・表C(1)
エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★漢文を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。(思・判・表C(2)イ)

◎ ◎ ○

【知・技】歴史的背景などに注
意して古典を読むことを通し
て，その世界に親しんでいる。
((3)ア)

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。(C(1)エ)

【態】人間，社会，自然などに
ついて積極的に自分の意見をも
ち，今までの学習を生かして朗
読したり考えを伝え合ったりし
ようとしている。

→教材文を参考に歴史的背景を
押さえ，教材の書き下し文や訓
読文を読むことを通して，「論
語」の世界に親しんでいる。

→孔子の人間の生き方に関する
考えを，自分の生き方や生活と
関連づけて考えている。 観察

ノート
ワークシート

→ DVD・二次
元コード
→P31「漢文の
訓読」

令和6年度（2024年度） 石嶺中学校

国語科年間指導計画　３学年
時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

１　深まる学びへ　【国語１１時間】【書写３時間】
時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊
かにしようとしている。（(1)
イ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
の種類を踏まえて，物語の展開
のしかたなどを捉えようとして
いる。（C(1)ア）

・「読むこと」において，文章
を批判的に読みながら，文章に
表れているものの見方や考え方
について考えようとしている。
（C(1)イ）

【態】粘り強く物語の展開のし
かたを捉え，学習課題に沿って
作品を批評したり，考えたこと
を伝え合ったりしようとしてい
る。

握手　３時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，話や
文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること
ができる。（知・技(1)イ）

◎文章の種類を踏まえて，物語の展開のしかたなどを捉えること
ができる。（思・判・表C(1)ア）

◎文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考
え方について考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★小説などを読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったり
する。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

→P25言葉
→P24窓「展開
のしかたを捉
える」
→P232資「文
学的な文章を
読むために」
→P284資「語
彙を豊かに」

観察
ノート
ワークシート

→時間・場所など，「現在」と
「回想」の部分を読み分けるポ
イントとなる語句や，登場人物
の心情や人物像を表す言葉，比
喩表現などに着目している。

→「現在」と「回想」の部分を
読み分け，物語の展開のしかた
の効果について考えている。

→文章の内容に沿って登場人物
の生き方や価値観を読み取り，
自分の知識や経験と比較しなが
ら考えている。



知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

12

情報整理のレッスン　情報の信頼性　１時間

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。(知・技
(2)イ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確か
め方を理解し使っている。((2)
イ)

【態】学習課題に沿って情報の
信頼性の確かめ方を理解し，積
極的に使おうとしている。

→情報の発信日時，発信源，情
報の目的などの観点から，情報
の信頼性を確認している。 観察

ノート
ワークシート

13

14

15

16

17

18

漢字１　熟語の読み方　漢字に親しもう１　１時間

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の
大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されてい
る漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。(知・
技(1)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】第２学年までに学習
した常用漢字に加え，その他の
常用漢字の大体を読んでいる。
また，学年別漢字配当表に示さ
れている漢字について，文や文
章の中で使い慣れている。((1)
ア)

【態】学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

→漢字の音訓や，熟語における
音訓の組み合わせに注意して，
漢字を読んだり書いたりしてい
る。 観察

ノート
ワークシート

→P290資「三
年生で学習し
た漢字」
→P301資「三
年生で学習し
た音訓」
→P302資「常
用漢字表」

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

19

20

21

22

思考のレッスン　具体化・抽象化　１時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。(知・技(2)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。((2)ア)

【態】具体と抽象の関係につい
て積極的に理解し，学習した内
容を生かして課題に取り組もう
としている。

→具体と抽象の関係にある論理
の展開のしかたや，抽象と具体
の程度を捉えながら読んだり書
いたりしている。

観察
ノート
ワークシート

→P236資「情
報と情報との
関係」

23

24

25

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次
元コード（ド
ラミング）
→P49言葉
→P50「思考の
レッスン 具体
化・抽象化」
→P234資「説
明的な文章を
読むために」
→P236資「情
報と情報との
関係」
→P48窓「論理
の展開を評価
する」
→P284資「語
彙を豊かに」

説得力のある構成を考えよう　スピーチで社会に思いを届ける
資料　リオの伝説のスピーチ　４時間

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。(知・技
(2)イ)

◎目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考
えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することが
できる。（思・判・表A(1)ア）

◎自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理の
展開などを考えて，話の構成を工夫することができる。（思・
判・表A(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確かめ方
を理解し使っている。((2)イ)

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，社会生活
の中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理し，伝え合
う内容を検討している。（A(1)ア）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の立場や考えを明確にし，
相手を説得できるように論理の展開
などを考えて，話の構成を工夫して
いる。（A(1)イ）

【態】相手を説得できるように粘り
強く論理の展開などを考えて話の構
成を工夫し，今までの学習を生かし
て自分の考えを話そうとしている。

→情報の発信者・出典，調査方
法，情報の数などが適切か確認
して，必要な情報を集めてい
る。

→話す目的や相手を明確にし，
相手の立場に立って，伝える必
要がある情報を選んでいる。

→興味を引く導入や明確な主
張，聞き手が納得できる根拠や
提案の設定，適切な説明の順序
などを考えて，話を構成してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P240資「発
想を広げる」
→P32「情報整
理のレッスン
情報の信頼

性」
→P239資「情
報整理の方

法」
→ DVD・二次

元コード
→P26「評価し
ながら聞く」
→P55「質疑応

答の例」

作られた「物語」を超えて　３時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。(知・技(2)ア)

◎文章の種類を踏まえて，論理の展開のしかたなどを捉えること
ができる。（思・判・表C(1)ア）

◎文章の構成や論理の展開，表現のしかたについて評価すること
ができる。（思・判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★論説などの文章を比較するなどして読み，理解したことや考え
たことについて討論したり文章にまとめたりする。（思・判・表
C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。((2)ア)

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
の種類を踏まえて，論理の展開
のしかたなどを捉えている。
（C(1)ア）

・「読むこと」において，文章
の構成や論理の展開，表現のし
かたについて評価している。
（C(1)ウ）

【態】進んで文章の構成や論理
の展開のしかたについて評価
し，情報と情報の関係について
深めた理解を生かして，文章に
まとめようとしている。

→ゴリラの事例と人間社会の話
に着目して，具体と抽象の関係
を理解している。

→論説の特性を踏まえ，原因と
結果，意見と根拠，具体と抽象
などの関係に着目して，論理の
展開のしかたを図式化するなど
して捉えている。

→原因と結果，意見と根拠，具
体と抽象などの関係に着目し
て，それらが文章の中で無理な
く結び付いているかを確かめな
がら，自分の考えをまとめてい
る。

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

文章の種類を選んで書こう　修学旅行記を編集する　３時間

◎文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
(知・技(1)ウ)

◎目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集めた材
料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にすることが
できる。(思・判・表B(1)ア)

◎文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の
展開などを考えて，文章の構成を工夫することができる。(思・
判・表B(1)イ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★情報を編集して文章にまとめるなど，伝えたいことを整理して
書く。(思・判・表B(2)イ)

○ ◎ ○

【知・技】文章の種類とその特
徴について理解を深めている。
((1)ウ)

【思・判・表】
・「書くこと」において，目的
や意図に応じて，社会生活の中
から題材を決め，集めた材料の
客観性や信頼性を確認し，伝え
たいことを明確にしている。
(B(1)ア)

・「書くこと」において，文章
の種類を選択し，多様な読み手
を説得できるように論理の展開
などを考えて，文章の構成を工
夫している。(B(1)イ)

【態】進んで文章の種類を選択
し，学習の見通しをもって情報
を編集し文章にまとめようとし
ている。

→随筆，物語，報道文など，さ
まざまな種類の文章があること
を理解している。

→修学旅行で心に残った出来事
から題材を選び，その題材に関
する情報や図表，写真を集め，
出典を明らかにして記事の中で
活用している。

→担当した記事の内容が効果的
に伝わる文章の種類を選択し，
その種類に合わせた文章の構成
や表現を工夫している。

観察
ノート
ワークシート

→P9「思考の
地図」
→P239資「情
報整理の方
法」
→P244資「グ
ラフの活用／
引用・出典」
→P36「修学旅
行記の紙面
例」
→P37「紙面作
成のポイン
ト」
→P284資「語
彙を豊かに」

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

手書き文字の特徴　p.82-83　（3）エ（ア）　２時間
【用具】鉛筆・ペン
◎手書き文字や手で書くことの特徴を理解することができる。

[文字のいずみ]
仕事の中の手書き文字　　　　　　　p.84-85
◎仕事のなかで手書き文字が持つ役割を知り，文字文化への関心
を高めることができる。

発展『今、あなたに贈りたい漢字コンテスト』に取り組む。
（漢検協会主催）

◎ ○

【知・技】
・手書き文字の特徴を理解して
いる。

【思・判・表】
・手書き文字の特徴を生かし
て，効果的に書く工夫を考えて
いる。

→手書き文字がどのような目的
で，どのように工夫して書かれ
ているか理解している。

→活字の一部分に手書き文字の
特徴を生かしてどのような工夫
ができるかを考えていてる。

観察
ノート
ワークシート

２　視野を広げて　【国語１１時間】



26

27

漢字に親しもう２　１時間
漢字に親しもう４

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の
大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されてい
る漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。(知・
技(1)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】第２学年までに学習
した常用漢字に加え，その他の
常用漢字の大体を読んでいる。
また，学年別漢字配当表に示さ
れている漢字について，文や文
章の中で使い慣れている。（(1)
ア)

【態】学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

→文や文章の中で漢字を読んだ
り書いたりすることに慣れてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P290資「三
年生で学習し
た漢字」
→P301資「三
年生で学習し
た音訓」
→P302資「常
用漢字表」

28

29

　　

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

30

31

32

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

33

34

35

観察
ノート
ワークシート

→P284資「語
彙を豊かに」

→二次元コー
ド

俳句の可能性　俳句を味わう
［書く］俳句を作って楽しもう　３時間（読②書①）

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
(知・技(1)ウ)

◎文章の構成や表現のしかたについて評価することができる。
（思・判・表C(1)ウ）

◎多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて，文
章の構成を工夫することができる。（思・判・表B(1)イ）

◎表現のしかたを考えるなど，自分の考えがわかりやすく伝わる
文章になるように工夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★詩歌を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

★俳句を創作するなど，感じたことや想像したことを書く。（2年
思・判・表B(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ）

・文章の種類とその特徴につい
て理解を深めている。((1)ウ)

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
の構成や表現のしかたについて
評価している。（C(1)ウ）

・「書くこと」において，多様
な読み手を説得できるように論
理の展開などを考えて，文章の
構成を工夫している。（B(1)
イ）
・「書くこと」において，表現
のしかたを考えるなど，自分の
考えがわかりやすく伝わる文章
になるように工夫している。
（B(1)ウ）

【態】進んで文章の種類とその
特徴について理解し，学習課題
に沿って，鑑賞文を書いたり俳
句を創作したりしようとしてい
る。

→俳句で使われている語句の意
味を理解したり，豊かなイメー
ジを喚起する効果的な語句に着
目したりしている。

→俳句の形式とその特徴につい
て理解し，俳句を創作してい
る。

→語句の選び方や表現のしかた
に着目して俳句を読み，評価し
ている。

→伝えたいことが効果的に伝わ
る構成（語順）を考えて，俳句
を創作している。

→自分の思いや考えがわかりや
すく伝わるように，語句や表現
を工夫して俳句を創作してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P9「思考の
地図」

→P239資「情
報整理の方
法」
→P284資「語
彙を豊かに」

３　言葉とともに　【国語５時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

実用的な文章を読もう　報道文を比較して読もう
３時間（読②書①）

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。(知・技
(2)イ)

◎文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考
え方について考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

◎文章の構成や論理の展開，表現のしかたについて評価すること
ができる。（思・判・表C(1)ウ）

◎目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集めた材
料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にすることが
できる。（思・判・表B(1)ア）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★論説や報道などの文章を比較するなどして読み，理解したこと
や考えたことについて討論したり文章にまとめたりする。（思・
判・表C(2)ア）

★実用的な文章を読み，実生活への生かし方を考える。（思・
判・表C(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確か
め方を理解し使っている。((2)
イ)

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を批判的に読みながら，文章に
表れているものの見方や考え方
について考えている。（C(1)
イ）

・「読むこと」において，文章
の構成や論理の展開，表現のし
かたについて評価している。
（C(1)ウ）

・「書くこと」において，目的
や意図に応じて，社会生活の中
から題材を決め，集めた材料の
客観性や信頼性を確認し，伝え
たいことを明確にしている。
（B(1)ア）

【態】積極的に情報の信頼性の
確かめ方を使って読み，学習し
たことを踏まえて実生活への生
かし方を考えようとしている。
また，文章の構成や論理の展
開，表現のしかたについて進ん
で評価し，学習課題に沿って報
道の文章を比較し，考えをまと
めようとしている。

→実用的な文章の資料ごとに，
情報の発信者・発信時・発信目
的を確認している。

→事実や事例の選び方，取り上
げ方や語句の選び方に着目して
文章を読み，書き手の思惑や意
図について考えている。

→読み手に必要な情報を過不足
なく伝えているか，読み手の状
況に合わせた言葉や表現を使っ
ているか，不親切で誤解を招く
表現になっていないかなどの点
に着目して文章を読み，課題に
取り組んでいる。

→観点ごとに情報を整理し，着
眼的を参考に情報の客観性や信
頼性を確認しながら表にまとめ
ている。

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

説得力のある構成を考えよう　スピーチで社会に思いを届ける
資料　リオの伝説のスピーチ　４時間

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。(知・技
(2)イ)

◎目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考
えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することが
できる。（思・判・表A(1)ア）

◎自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理の
展開などを考えて，話の構成を工夫することができる。（思・
判・表A(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確かめ方
を理解し使っている。((2)イ)

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，社会生活
の中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理し，伝え合
う内容を検討している。（A(1)ア）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の立場や考えを明確にし，
相手を説得できるように論理の展開
などを考えて，話の構成を工夫して
いる。（A(1)イ）

【態】相手を説得できるように粘り
強く論理の展開などを考えて話の構
成を工夫し，今までの学習を生かし
て自分の考えを話そうとしている。

→情報の発信者・出典，調査方
法，情報の数などが適切か確認
して，必要な情報を集めてい
る。

→話す目的や相手を明確にし，
相手の立場に立って，伝える必
要がある情報を選んでいる。

→興味を引く導入や明確な主
張，聞き手が納得できる根拠や
提案の設定，適切な説明の順序
などを考えて，話を構成してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P240資「発
想を広げる」
→P32「情報整
理のレッスン
情報の信頼

性」
→P239資「情
報整理の方

法」
→ DVD・二次

元コード
→P26「評価し
ながら聞く」
→P55「質疑応

答の例」

文法への扉１　すいかは幾つ必要？　２時間

◎単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応
など文の構成について理解するとともに，話や文章の構成や展開
について理解を深めることができる。（2年知・技(1)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

　　情報社会を生きる　【国語３時間】

◎ ○

【知・技】単語の活用，助詞や
助動詞などの働き，文の成分の
順序や照応など文の構成につい
て理解するとともに，話や文章
の構成や展開について理解を深
めている。（2年(1)オ）

【態】助詞や助動詞の働きなど
を進んで振り返り，今までの学
習を生かして練習問題に取り組
もうとしている。

→既習の文法事項が，日常の会
話や文章を見直したり文の表現
効果を考えたりする際のポイン
トになることを理解している。

観察
ノート
ワークシート

→P210「文法
一，二年生の
復習」



36

言葉を選ぼう　もっと「伝わる」表現を目ざして　１時間

◎時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて
理解することができる。（知・技(3)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】時間の経過による言
葉の変化や世代による言葉の違
いについて理解している。（(3)
ウ）

【態】時間の経過による言葉の
変化や世代による言葉の違いに
ついて進んで理解し，試行錯誤
しながら相手や場面によって言
葉を選んで話そうとしている。

→古典や近代文学，年配の人と
の会話の例などの中から，自分
たちの世代とは異なる言葉の使
い方を見つけている。

観察
ノート
ワークシート

→P246資「高
瀬舟」
→P272資「古
典・近代文学
の名作」
→P78「言葉１
和語・漢語・
外来語」

37

言葉１　和語・漢語・外来語　１時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，和
語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語
彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，和語，漢語，外来語など
を使い分けることを通して，語
感を磨き語彙を豊かにしてい
る。（(1)イ）

【態】進んで和語・漢語・外来
語を理解し，今までの学習を生
かして相手や場面に応じて適切
に使い分けようとしている。

→和語・漢語・外来語について
理解し，相手や場面に応じて適
切に使い分けている。

観察
ノート
ワークシート

　　

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

38

読書を楽しむ　１時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる。（知・技(3)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】自分の生き方や社会
との関わり方を支える読書の意
義と効用について理解してい
る。（(3)オ）

【態】進んで読書の意義と効用
について理解し，見通しをもっ
て読書を楽しむ活動に参加しよ
うとしている。

→さまざまな読書の楽しみ方に
ついて理解し，読書活動を通し
て，読書の楽しさや意義を発見
している。

観察
ノート
ワークシート

→P9「思考の
地図」
→P232資「文
学的な文章を
読むために」
→P239資「情
報整理の方
法」
→P284資「語
彙を豊かに」

39

「私の一冊」を探しにいこう　羊と鋼の森
読書案内　本の世界を広げよう
読書コラム　ためになるってどんなこと？　１時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★小説などを読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったり
する。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】自分の生き方や社会
との関わり方を支える読書の意
義と効用について理解しようと
している。（(3)オ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。（C(1)エ）

【態】進んで読書の意義と効用
について理解し，今までの学習
を生かして本を選んだり読んだ
ことを書評などにまとめたりし
ようとしている。

→本のさまざまな探し方につい
て理解し，興味がもてそうな本
を見つけている。

→登場人物の生き方，作品に描
かれた時代，社会状況などの観
点から，自分の考えを書評にま
とめている。

観察
ノート
ワークシート

→P232資「文
学的な文章を
読むために」
→P239資「情
報整理の方
法」
→P284資「語
彙を豊かに」

40

41

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

42

現代につながる文字の役割　書写p.88-89（3）エ（ア）　　１時
間
【用具】鉛筆
◎文字が果たしてきた役割について考えることができる。

◎ ○

【知・技】
・歴史のなかで文字が果たして
きた役割を理解している。

【思・判・表】
・これまで学習してきたことを
踏まえて，文字の役割や現在と
のつながりについて考えてい
る。

→文字が果たしてきた役割につ
いて現代との共通点を理解して
いる。

→文字の役割や現在とのつなが
りの中で，理由や効果について
考えている。

観察
ノート
ワークシート

43

挨拶　――原爆の写真によせて　１時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎詩の構成や表現のしかたについて評価することができる。
（思・判・表C(1)ウ）

◎詩を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然な
どについて，自分の意見をもつことができる。(思・判・表C(1)
エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★詩を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，詩の
構成や表現のしかたについて評
価している。（C(1)ウ）

・「読むこと」において，詩を
読んで考えを広げたり深めたり
して，人間，社会，自然などに
ついて，自分の意見をもってい
る。(C(1)エ)

【態】詩の構成や表現のしかた
について積極的に評価し，学習
課題に沿って読み深めた詩につ
いて，感じたことや考えたこと
を伝え合おうとしている。

→比喩や象徴的な表現に着目
し，文脈の中での意味を考えて
いる。

→詩に用いられている比喩や象
徴的な表現の効果について自分
の考えをまとめている。

→現代社会の状況と重ね合わせ
ながら詩を読み深め，作者の思
いや考えに対して自分の考えを
まとめている。

観察
ノート
ワークシート

→P284資「語
彙を豊かに」

44

45

書き手の意図と表現　書写p.86-87　（3）エ（ア）　２時間
【用具】鉛筆
◎文字は，書き手の意図に応じて効果的に書かれていることを理
解できる。

◎ ○

【知・技】
・文字は，書き手の意図に応じ
て効果的に書かれていることを
理解している。

【思・判・表】
・意図に応じて効果的に書くた
めの工夫を考えている。

→文字がどのような目的で，ど
のような効果があるかを理解し
ている。

→選んだ書体の文字の表現効果
や意図、工夫を考えている。

観察
ノート
ワークシート

故郷　５時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる（知・技(3)オ）

◎文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考
え方について考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。(思・判・表C(1)
エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★小説を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】自分の生き方や社会
との関わり方を支える読書の意
義と効用について理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を批判的に読みながら，文章に
表れているものの見方や考え方
について考えている。（C(1)
イ）

・「読むこと」において，文章
を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然など
について，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ）

【態】粘り強く文章を批判的に
読み，今までの学習を生かして
小説を批評したり，自分の考え
をまとめたりしようとしてい
る。

→文学作品を読むことが，自分
の人生や自分が生きている社会
について深く考えるきっかけと
なることに気づいている。

→自分の知識や経験と比べた
り，語り手や人物の立場，時代
背景などを変えて読んでみたり
して，作品のもつ特性や価値を
探っている。

→「私」が考えている「希望」
や望む社会の在り方などについ
てどう考えるか，根拠に基づい
て自分の意見を述べている。

観察
ノート
ワークシート

→P24窓「展開
のしかたを捉
える」

４　状況の中で　【国語１２時間】【書写１時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

　　読書生活を豊かに　【国語２時間】【書写２時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項



46

47

48

49

聞き上手になろう　質問で相手の思いに迫る　１時間

◎敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うこ
とができる。（知・技(1)エ）

◎話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現のしかた
を評価して，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
(思・判・表A(1)エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。(思・判・表A(2)ア)

○ ◎ ○

【知・技】敬語などの相手や場
に応じた言葉遣いを理解し，適
切に使っている。（(1)エ）

【思・判・表】「話すこと・聞
くこと」において，話の展開を
予測しながら聞き，聞き取った
内容や表現のしかたを評価し
て，自分の考えを広げたり深め
たりしている。(A(1)エ)

【態】粘り強く話の展開を予測
しながら聞き，今までの学習を
生かして質問したり評価を述べ
たりしようとしている。

→話し手や聞き手が，対談の中
で，適切な言葉遣いをしてい
る。

→自分の知識や経験などと結び
付けながら話を聞き，対談の中
で，相手の思いに迫ることがで
きた質問や話を豊かに展開させ
た応答は，どのようなものだっ
たか捉えている。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次
元コード

50

[推敲]論理の展開を整える　１時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。(知・技(2)ア)

◎目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章
全体を整えることができる。(思・判・表B(1)エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

○ ◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。((2)ア)

【思・判・表】「書くこと」に
おいて，目的や意図に応じた表
現になっているかなどを確かめ
て，文章全体を整えている。
(B(1)エ)

【態】目的や意図に応じた表現
になっているかを粘り強く確か
め，情報と情報との関係の知識
を生かして推敲しようとしてい
る。

→「具体と抽象」，「事実と意
見」，「意見と根拠」について
既習した内容を振り返りながら
課題に取り組んでいる。

→課題に沿って文章を推敲し，
論理の展開を整えている。

観察
ノート
ワークシート

→P236資「情
報と情報との
関係」

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

51

言葉２　慣用句・ことわざ・故事成語　１時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用
句や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとと
もに，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，慣用句や四字熟語などに
ついて理解を深め，話や文章の
中で使うとともに，語感を磨き
語彙を豊かにしている。（(1)
イ）

【態】積極的に慣用句やことわ
ざ，故事成語を理解し，今まで
の学習を生かして短文を作った
り調べたりしようとしている。

→慣用句を使って短文を作った
り，ことわざや故事成語を調べ
たりしている。 観察

ノート
ワークシート

→P284資「語
彙を豊かに」

52

漢字２　漢字の造語力　漢字に親しもう３　１時間

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の
大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されてい
る漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。(知・
技(1)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】第２学年までに学習
した常用漢字に加え，その他の
常用漢字の大体を読んでいる。
また，学年別漢字配当表に示さ
れている漢字について，文や文
章の中で使い慣れている。((1)
ア)

【態】学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

→漢字の造語力を意識しなが
ら，漢字を読んだり書いたりし
ている。

観察
ノート
ワークシート

→P290資「三
年生で学習し
た漢字」
→P301資「三
年生で学習し
た音訓」
→P302資「常
用漢字表」

53

１学期期末テスト
・形成テストの実施 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、45％以上
80％である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、80％以上で
ある。

テスト結果

54

１学期期末テスト
・形成テストの解答と解説 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、45％以上
80％である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、80％以上で
ある。

分析レポート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

55

56

57

故郷　５時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる（知・技(3)オ）

◎文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考
え方について考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。(思・判・表C(1)
エ)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★小説を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】自分の生き方や社会
との関わり方を支える読書の意
義と効用について理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を批判的に読みながら，文章に
表れているものの見方や考え方
について考えている。（C(1)
イ）

・「読むこと」において，文章
を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然など
について，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ）

【態】粘り強く文章を批判的に
読み，今までの学習を生かして
小説を批評したり，自分の考え
をまとめたりしようとしてい
る。

→文学作品を読むことが，自分
の人生や自分が生きている社会
について深く考えるきっかけと
なることに気づいている。

→自分の知識や経験と比べた
り，語り手や人物の立場，時代
背景などを変えて読んでみたり
して，作品のもつ特性や価値を
探っている。

→「私」が考えている「希望」
や望む社会の在り方などについ
てどう考えるか，根拠に基づい
て自分の意見を述べている。

観察
ノート
ワークシート

→P24窓「展開
のしかたを捉
える」

観察
ノート
ワークシート

→P234資「説
明的な文章を
読むために」

→P242資「話
し合いの方
法」

人工知能との未来　人間と人工知能と創造性　３時間

◎情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる（知・技(2)
イ）

◎文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考
え方について考えることができる。（思・判・表C(1)イ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★論説の文章を比較して読み，理解したことや考えたことについ
て討論したり文章にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】情報の信頼性の確か
め方を理解し使っている。

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を批判的に読みながら，文章に
表れているものの見方や考え方
について考えている。（C(1)
イ）

・「読むこと」において，文章
を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然など
について，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ）

【態】積極的に二つの文章を批
判的に読み，学習課題に沿って
自分の考えを文章にまとめよう
としている。

→自分の知識や経験と比べ，筆
者の意見や根拠に納得できるか
どうか検討しようとしている。
((2)イ)

→二つの文章を比較して共通点
や相違点を表にまとめ，それを
基に，話し合っている。

→自分の立場を明確にし，根拠
となる事実を引用するなどし
て，自分の意見を書いている。

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

５　自らの考えを　【国語１５時間】



58

59

60

61

62

63

実力テスト
・形成テストの実施 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、45％以上
80％である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、80％以上で
ある。

テスト結果

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

64

[議論]話し合いを効果的に進める　１時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。（知・技(2)ア）

◎進行のしかたを工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話
し合い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすることがで
きる。（思・判・表A(1)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★互いの考えを生かしながら議論や討論をする。（思・判・表
A(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。（(2)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞
くこと」において，進行のしか
たを工夫したり互いの発言を生
かしたりしながら話し合い，合
意形成に向けて考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)オ）

【態】積極的に進行のしかたを
工夫し，学習したことを生かし
て効果的な話し合いについて考
えようとしている。

→全体に関わる大きな論点か
ら，具体的な論点へと話し合い
を進める方法を考えている。

→話し合いの目的や進み具合な
ど展望をもって効果的に話し合
う工夫を考えている。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD

65

66

67

68

69

音読を楽しもう　初恋　１時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎詩の構成や展開，表現のしかたについて評価することができ
る。（思・判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き，語彙を豊か
にしている。（(1)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，詩の構成や展開，表現
のしかたについて評価してい
る。（C(1)ウ）

【態】進んで語感を磨き，今ま
での学習を生かして朗読したり
自分の考えを述べたりしようと
している。

→言葉の響きやリズムを味わい
ながら朗読している。

→文語定型詩の構成や場面の展
開に注意して，表現された情景
や心情を想像している。

観察
ノート
ワークシート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

70

和歌の世界　音読を楽しもう　古今和歌集　仮名序　１時間

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界
に親しむことができる。（知・技(3)ア）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

○ ◎

【知・技】歴史的背景などに注
意して古典を読むことを通し
て，その世界に親しんでいる。
（(3)ア）

【態】進んで古典の世界に親し
み，今までの学習を生かして朗
読しようとしている。

→「和歌の世界」を読んだり，
「仮名序」を朗読して比喩的な
効果を確認したりしながら，和
歌に対する古人の思いを捉えよ
うとしている。

観察
ノート
ワークシート

→P272資「古
典・近代文学の
名作」やP278資
「日本文学の流
れ」で文学史を
知り，歴史的背
景に興味をもた
せるとよい。
→ DVD・二次元
コード

71

72

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

合意形成に向けて話し合おう　課題解決のために会議を開く　４
時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。（知・技(2)ア）

◎進行のしかたを工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話
し合い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりすることがで
きる。（思・判・表A(1)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★互いの考えを生かしながら議論や討論をする。（思・判・表
A(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。（(2)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞
くこと」において，進行のしか
たを工夫したり互いの発言を生
かしたりしながら話し合い，合
意形成に向けて考えを広げたり
深めたりしている。（A(1)オ）

【態】合意形成に向けて粘り強
く考えを広げたり深めたりし，
学習の見通しをもって話し合お
うとしている。

→複数の発言の共通点を結び付
けて，一つの提案にまとめてい
る。

→提案を分類・整理し，観点を
決めて検討したり，互いの意見
の長所を生かしたりして話し
合っている。

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

多角的に分析して書こう　説得力のある批評文を書く　5時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。（知・技(2)ア）

◎文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の
展開などを考えて，文章の構成を工夫することができる。（思・
判・表B(1)イ）

◎表現のしかたを考えたり資料を適切に引用したりするなど，自
分の考えがわかりやすく伝わる文章になるように工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

　
▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★関心のある事柄について批評するなど，自分の考えを書く。
（思・判・表B(2)ア）

→P240資「発
想を広げる」

→P133窓「説
得力のある批
評文を書くに
は」
→P284資「語
彙を豊かに」
→P244資「グ
ラフの活用／
引用・出典」

○ ◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。（(2)ア）

【思・判・表】
・「書くこと」において，文章
の種類を選択し，多様な読み手
を説得できるように論理の展開
などを考えて，文章の構成を工
夫している。（B(1)イ）

・「書くこと」において，表現
のしかたを考えたり資料を適切
に引用したりするなど，自分の
考えがわかりやすく伝わる文章
になるように工夫している。
（B(1)ウ）

【態】粘り強く表現のしかたを
考えたり資料を適切に引用した
りし，学習の見通しをもって批
評文を書こうとしている。

→具体的な題材を基に，その価
値についてまとめている。

→観点を決めて問いと考えを書
き出し，表にまとめるなどして
分析している。

→自分の意見を支える根拠とな
る資料を引用するなどして構成
を考え，批評文を書いている。

観察
ノート
ワークシート

○ ◎ ○

【知・技】
・歴史的背景などに注意して古
典を読むことを通して，その世
界に親しんでいる。（(3)ア）

・長く親しまれている言葉や古
典の一節を引用するなどして
使っている。（(3)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，和歌の表現のしかたに
ついて評価している。（C(1)
ウ）

【態】進んで和歌の表現のしか
たについて評価し，見通しを
もって鑑賞文を書こうとしてい
る。

→三つの歌集の歌を比較したり
朗読したりして，それぞれの作
者の心情や情景を想像してい
る。

→気に入った言葉や表現の効果
などに気づき，引用している。

→心情や情景，和歌の表現方法
などについて自分の考えをもっ
ている。

観察
ノート
ワークシート

観察
ノート
ワークシート

→P240資「発
想を広げる」

→P242資「話
し合いの方
法」
→ DVD・二次
元コード
→P139窓「話
し合って合意
を形成するに
は」
→P239資「情
報整理の方
法」

６　いにしえの心を受け継ぐ　【国語８時間】

君待つと　――万葉・古今・新古今　３時間

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界
に親しむことができる。（知・技(3)ア）

◎長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使う
ことができる。（知・技(3)イ）

◎和歌の表現のしかたについて評価することができる。（思・
判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★和歌を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

→ DVD・二次
元コード

→P153「和歌
の表現方法」
→P27・P92・
P142・P194
「季節のしお
り」の和歌な
どを用いて選
択肢を増やし
てもよい。
→P162「古典
の言葉を引用
し，メッセー
ジを贈ろう」
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77

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

78

79

80

81

82

漢字３　漢字のまとめ　１時間

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の
大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されてい
る漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。(知・
技(1)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】第２学年までに学習
した常用漢字に加え，その他の
常用漢字の大体を読んでいる。
また，学年別漢字配当表に示さ
れている漢字について，文や文
章の中で使い慣れている。（(1)
ア）

【態】学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

→文や文章の中で漢字を読んだ
り書いたりすることに慣れてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P301資「三
年生で学習し
た音訓」
→P284資「語
彙を豊かに」
→P290資「三
年生で学習し
た漢字」
→P302資「常
用漢字表」

83

84

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

→P244資「グ
ラフの活用」

◇P173「小論
文に使う言
葉」を参考に
させる。
→P284資「語
彙を豊かに」

　　読書に親しむ　【国語３時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

文法への扉２　「ない」の違いがわからない？　２時間

◎単語の類別について理解するとともに，単語の活用，助詞や助
動詞などの働きについて理解することができる。（知・技1年(1)
エ，２年(1)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】単語の類別について
理解するとともに，単語の活
用，助詞や助動詞などの働きに
ついて理解している。（1年(1)
エ，2年(1)オ）

【態】単語の活用，助詞や助動
詞などの働きについて進んで理
解し，これまでの学習を生かし
て課題に取り組もうとしてい
る。

→「ない」の違いについて品詞
や働きの違いを文章の中で理解
している。

観察
ノート
ワークシート

→P210「文法
一・二年生の

復習」

情報を読み取って文章を書こう　グラフを基に小論文を書く
２時間

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。（知・技(2)ア）

◎論理の展開などについて，読み手からの助言などを踏まえ，自
分の文章のよい点や改善点を見いだすことができる。（思・判・
表B(1)オ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★関心のある事柄について批評するなど，自分の考えを書く。
（思・判・表B(2)ア）

○

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項

夏草――「おくのほそ道」から
［書く］古典の言葉を引用し，メッセージを贈ろう　４時間（読
③書①）

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界
に親しむことができる。（知・技(3)ア）

◎長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使う
ことができる。（知・技(3)イ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

◎文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の
展開などを考えて，文章の構成を工夫することができる。（思・
判・表B(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★古典の文章を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合った
りする。（思・判・表C(2)イ）

★情報を編集して文章にまとめるなど，伝えたいことを整理して
書く。（思・判・表B(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】
・歴史的背景などに注意して古
典を読むことを通して，その世
界に親しんでいる。（(3)ア）

・長く親しまれている言葉や古
典の一節を引用するなどして
使っている。

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然など
について，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ）

・「書くこと」において，文章
の種類を選択し，多様な読み手
を説得できるように論理の展開
などを考えて，文章の構成を工
夫している。（B(1)イ）

【態】人間，社会，自然などに
ついて進んで自分の意見をも
ち，今までの学習を生かして発
表したり文章にまとめたりしよ
うとしている。

→作者や作品について興味をも
ち，俳句と地の文との関係に注
意しながら朗読している。
→古典の言葉を引用して鑑賞文
やメッセージを書いている。
（(3)イ）

→芭蕉の「旅」についての考え
を読み取り，現代の「旅」がも
つ意味と比較している。

→芭蕉が見たものや感じたこと
を想像している。

→自分の思いを表現するのにふ
さわしい文章の種類を選び，相
手の状況を踏まえて構成を工夫
してメッセージを書いている。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次
元コード

◇脚注にある
歴史的背景を
参考にさせ
る。
◇P156「『お
くのほそ道』
俳句地図」に
ある俳句も参
考にさせると
よい。
◇P27・P92・
P142・P194
「季節のしお
り」などを参
考にさせても
よい。

◎ ○

【知・技】具体と抽象など情報
と情報との関係について理解を
深めている。（(2)ア）

【思・判・表】「書くこと」に
おいて，論理の展開などについ
て，読み手からの助言などを踏
まえ，自分の文章のよい点や改
善点を見いだしている。（B(1)
オ）

【態】論理の展開などについ
て，読み手からの助言などを踏
まえて粘り強く推敲し，学習の
見通しをもって小論文を書こう
としている。

→具体的な情報を基に，着眼点
を決めて分析し，自分の考えを
まとめている。

→資料から読み取ったことと考
えとの関連などについて，改善
点を助言し合って推敲してい
る。

観察
ノート
ワークシート

○ ◎ ○

【知・技】
・歴史的背景などに注意して古
典を読むことを通して，その世
界に親しんでいる。（(3)ア）

・長く親しまれている言葉や古
典の一節を引用するなどして
使っている。（(3)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，和歌の表現のしかたに
ついて評価している。（C(1)
ウ）

【態】進んで和歌の表現のしか
たについて評価し，見通しを
もって鑑賞文を書こうとしてい
る。

→三つの歌集の歌を比較したり
朗読したりして，それぞれの作
者の心情や情景を想像してい
る。

→気に入った言葉や表現の効果
などに気づき，引用している。

→心情や情景，和歌の表現方法
などについて自分の考えをもっ
ている。

観察
ノート
ワークシート

７　価値を生み出す　【国語７時間】

誰かの代わりに　２時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用
句や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとと
もに，和語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★論説の文章を読み，理解したことや考えたことについて討論し
たり文章にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，慣用句や四字熟語などに
ついて理解を深め，話や文章の
中で使うとともに，和語，漢
語，外来語などを使い分けるこ
とを通して，語感を磨き語彙を
豊かにしている。（（1)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。（C(1)エ）

【態】人間，社会，自然などに
ついて進んで自分の意見をも
ち，今までの学習を生かして，
理解したことや考えたことにつ
いて討論したり文章にまとめた
りしようとしている。

→抽象的な概念を表す語句を辞
書で調べたり，文脈上での意味
を確認したりしながら，文章を
読んでいる。

→文章を批判的に読み，友達と
意見を交換しながら，筆者の考
えについて自分の考えをまとめ
ている。

観察
ノート
ワークシート

→P50「思考の
レッスン 具体
化・抽象化」

→P234資「説
明的な文章を
読むために」
→P284資「語
彙を豊かに」

君待つと　――万葉・古今・新古今　３時間

◎歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界
に親しむことができる。（知・技(3)ア）

◎長く親しまれている言葉や古典の一節を引用するなどして使う
ことができる。（知・技(3)イ）

◎和歌の表現のしかたについて評価することができる。（思・
判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★和歌を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

→ DVD・二次
元コード

→P153「和歌
の表現方法」
→P27・P92・
P142・P194
「季節のしお
り」の和歌な
どを用いて選
択肢を増やし
てもよい。
→P162「古典
の言葉を引用
し，メッセー
ジを贈ろう」



85

本は世界への扉
エルサルバドルの少女 へスース　紛争地の看護師
読書案内　本の世界を広げよう　 １時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★二つのノンフィクションを比較するなどして読み，理解したこ
とや考えたことについて討論したり，文章にまとめたりする。
（思・判・表C(2)ア）

◎ ○ ○

【知・技】自分の生き方や社会
との関わり方を支える読書の意
義と効用について理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，文章を読んで考えを広
げたり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。（C(1)エ）

【態】進んで読書の意義と効用
について理解し，今までの学習
や経験を生かして，ノンフィク
ションを読んで考えたことをま
とめようとしている。

→二つのノンフィクションを読
み，読書によって，さまざまな
状況に生きる人々やそこで活動
する人々について知ったり，読
書が自分の生き方を支えてくれ
ることに気づいたりする。

→読書を通して，考えたことや
気づいたことを読書ノートに書
いたり，「私のおすすめ」とし
て紹介したりしている。

観察
ノート
ワークシート

◇写真や注な
どを参考にし
たり，新聞や
ニュースなど
で紛争地の情
報を調べたり
して，困難な
状況でたくま
しく生きる
人々や世界で
活動する人々
について考え
させる。
→P246資「高
瀬舟」
→P259資「二
つの悲しみ」

86 総合テスト
・形成テストの実施

◎ ◎
【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、45％以上
80％である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、80％以上で
ある。

テスト結果

87 総合テスト
・形成テストの解答と解説

◎ ◎
【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、45％以上
80％である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、80％以上で
ある。

分析レポート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

[文字のいずみ]　書き初めをしよう　書写p.90,105-108
（3）エ（ア）　２時間
〈希望に輝く春〉〈生命を尊ぶ〉
〈不屈の精神〉〈梅の花咲く里〉

【用具】毛筆
◎書きたい言葉と書体を考え，これまでに学習してきた「書写の
かぎ」を生かして，書き初めを書くことができる。

◎ ○
【知・技】
・これまでの学習を理解して書
き初めを書いている。

→書き初めの意義を理解し、毛
筆書写の学習の成果を生かし，
書き初めを書いている。

観察
作品（書き初
め用紙）

観察
ノート
ワークシート

◇詩の歴史的
背景を確認さ
せるとよい。
→P278資「日
本文学の流
れ」

わたしを束ねないで　２時間

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎詩を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然な
どについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表C(1)
エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★詩を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，詩を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。（C(1)エ）

【態】詩を読んで進んで考えを
広げたり深めたりし，今までの
学習を生かして，作品の価値や
自分の可能性について考えをま
とめようとしている。

→言葉の使われ方や表現の特色
に気をつけながら詩を朗読して
いる。

→詩に描かれた情景や作者の思
いを想像しながら，社会状況や
人間の生き方について考えてい
る。

三年間の歩みを振り返ろう
冊子にまとめて，発表会をする　５時間（話聞①書④）

◎理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用
句や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとと
もに，和語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)イ）

◎敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うこ
とができる。（知・技(1)エ）

◎場の状況に応じて言葉を選ぶなど，自分の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)
ウ）

◎文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の
展開などを考えて，文章の構成を工夫することができる。（思・
判・表B(1)イ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

★情報を編集して文章にまとめるなど，伝えたいことを整理して
書く。（思・判・表B(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】
・理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増し，慣
用句や四字熟語などについて理
解を深め，話や文章の中で使う
とともに，和語，漢語，外来語
などを使い分けることを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにす
る。（(1)イ）

・敬語などの相手や場に応じた
言葉遣いを理解し，適切に使っ
ている。（(1)エ）

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」にお
いて，場の状況に応じて言葉を
選ぶなど，自分の考えがわかり
やすく伝わるように表現を工夫
している。（A(1)ウ）

・「書くこと」において，文章
の種類を選択し，多様な読み手
を説得できるように論理の展開
などを考えて，文章の構成を工
夫している。（B(1)イ）

【態】粘り強く言葉を選んだり
構成を工夫したりし，今までの
学習を生かして，文章にまとめ
たり，友達の発表を聞いて質問
したり評価したりしようとして
いる。

→目的や相手を意識して言葉を
選び，冊子をまとめようとして
いる。

→相手や場を意識しながら適切
な言葉を選び，自分の考えを伝
えている。

→相手を意識して敬語を適切に
使い，自分の考えがわかりやす
く伝わるように構成を考えて発
表している。

→自分の考えや思いがわかりや
すく伝わるように構成や内容を
考えて冊子を作っている。

観察
ノート
ワークシート

→P34「文章の
種類を選んで
書こう」
→P239資「情
報整理の方
法」

→P207「冊子
の例」
→ DVD
→P207窓「学
んだことを意
味づけ，今後
に生かすため
には」
→P206「発表
の例」「質疑
応答の例」
→P52「説得力
のある構成を
考えよう」

観察
ノート
ワークシート

◇詩の歴史的
背景を確認さ
せるとよい。
→P278資「日
本文学の流
れ」

温かいスープ　３時間

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★文章を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】理解したり表現した
りするために必要な語句の量を
増し，語感を磨き語彙を豊かに
している。（(1)イ）

【思・判・表】「読むこと」に
おいて，詩を読んで考えを広げ
たり深めたりして，人間，社
会，自然などについて，自分の
意見をもっている。（C(1)エ）

【態】詩を読んで進んで考えを
広げたり深めたりし，今までの
学習を生かして，作品の価値や
自分の可能性について考えをま
とめようとしている。

→言葉の使われ方や表現の特色
に気をつけながら詩を朗読して
いる。

→詩に描かれた情景や作者の思
いを想像しながら，社会状況や
人間の生き方について考えてい
る。

８　未来へ向かって【国語１１時間】【書写３時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項



100

[生活に広げよう]
思いを文字で表そう　書写p.91-93　（3）エ（ア）　１時間
【用具】鉛筆・毛筆・ペン
◎書写で身につけた力を生かして，自分の思いを効果的に文字で
表現できる。 ◎ ○

【思・判・表】
・自分の思いを表現するため
に，既習事項をどのように生か
すか考えている。

【態】
・既習事項を生かして，進ん
で，思いを表す言葉を書こうと
している。

→これまでの学習を生かして，
生活に広がる題材を内容に合っ
た方法で書くことが出来る。

観察
ノート
ワークシート

101

漢字に親しもう５　１時間
漢字に親しもう６

◎第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の
大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されてい
る漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。(知・
技(1)ア)

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
させ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

◎

【知・技】第２学年までに学習
した常用漢字に加え，その他の
常用漢字の大体を読んでいる。
また，学年別漢字配当表に示さ
れている漢字について，文や文
章の中で使い慣れている。
（知・技(1)ア）

【態】学習課題に沿って，積極
的に漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。

→音訓や部首などに気をつけ
て，これまでに学習した漢字を
読んだり書いたりしている。

観察
ノート
ワークシート

→P290資「三
年生で学習し
た漢字」
→P301資「三
年生で学習し
た音訓」
→P302資「常
用漢字表」

　　

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

102

103

104

105

観察
ノート
ワークシート

→P232資「文
学的な文章を
読むために」
→P14「握手」
→P98「故郷」
→P284資「語
彙を豊かに」

→P237資「豊
かに表現する
ために」

学習を振り返ろう　４時間（読②話聞①書①）

◎敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うこ
とができる。（知・技(1)エ）

◎具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めること
ができる。（知・技(2)ア）

◎時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて
理解することができる。（知・技(3)ウ）

◎自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用に
ついて理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然
などについて，自分の意見をもつことができる。（思・判・表
C(1)エ）

◎自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理の
展開などを考えて，話の構成を工夫することができる。（思・
判・表A(1)イ）

◎場の状況に応じて言葉を選ぶなど，自分の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)
ウ）

◎表現のしかたを考えたり資料を適切に引用したりするなど，自
分の考えがわかりやすく伝わる文章になるように工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上
せ，我が国の言語文化に関わり，思いや考えを伝え合おうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

★論説や報道などの文章を比較するなどして読み，理解したこと
や考えたことについて討論したり文章にまとめたりする。（思・
判・表C(2)ア）

★詩歌や小説などを読み，批評したり，考えたことなどを伝え
合ったりする。（思・判・表C(2)イ）

★提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問し
たり評価などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

★情報を編集して文章にまとめるなど，伝えたいことを整理して
書く。（思・判・表B(2)イ）

◎ ◎ ○

【知・技】
・敬語などの相手や場に応じた
言葉遣いを理解し，適切に使っ
ている。（(1)エ）

・具体と抽象など情報と情報と
の関係について理解を深めてい
る。（(2)ア）

・時間の経過による言葉の変化
や世代による言葉の違いについ
て理解している。（(3)ウ）

・自分の生き方や社会との関わ
り方を支える読書の意義と効用
について理解している。（(3)
オ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章
を読んで考えを広げたり深めた
りして，人間，社会，自然など
について，自分の意見をもって
いる。（C(1)エ）

・「話すこと・聞くこと」にお
いて，自分の立場や考えを明確
にし，相手を説得できるように
論理の展開などを考えて，話の
構成を工夫している。（A(1)
イ）

・「話すこと・聞くこと」にお
いて，場の状況に応じて言葉を
選ぶなど，自分の考えがわかり
やすく伝わるように表現を工夫
している。（A(1)ウ）

・「書くこと」において，表現
のしかたを考えたり資料を適切
に引用したりするなど，自分の
考えがわかりやすく伝わる文章
になるように工夫している。
（B(1)ウ）

【態】粘り強く文章や資料を読
み取り，今までの学習を生かし
てそれぞれの学習課題に取り組
もうとしている。

→相手や場を意識して敬語を
使ってスピーチしたり，説明文
を書いたりしている。

→目的に応じて情報を収集・整
理して相手にわかるように説明
している。

→昔の時間の表し方や地名など
を調べ，現代と比較したり，現
代に受け継がれたりしているこ
とを理解している。

→アイヌ民族における地名に関
する文章を読み，読書によって
世界が広がることを理解してい
る。

→文章に表れているものの見
方，考え方と自分の考えを比較
して，人間や社会について自分
の考えを書いている。

→目的や意図に応じて自分の考
えが伝わるように表現のしかた
を工夫している。

→自分の考えがわかりやすく伝
わるように聞き手の反応を確か
めながら，問いかけたりわかり
やすく言い換えたりしている。

→本文から根拠となる部分を挙
げて，客観的に自分の考えを書
いている。

　　振り返り　【国語４時間】
時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考

配慮事項


